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開
門
に
問
題
な
し 

経
塚
教
授  

を
見
送
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
関
係
者
の
同

意
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
干
拓
地
に
は
断

固
開
門
反
対
派
の
谷
川
政
務
官
や
金
子

長
崎
県
知
事
の
親
族
企
業
が
入
植
し
て

お
り
開
門
の
同
意
を
得
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
門
調
査
を
否
定

す
る
結
論
を
導
く
た
め
の
方
便
で
あ
る

と
の
疑
念
が
濃
厚
で
あ
る
。
漁
民
ら
は
、

農
相
談
話
に
対
し
、
「
も
う
騙
さ
れ
な
い

ぞ
」
「
国
民
を
馬
鹿
に
す
る
の
も
い
い
加

減
に
し
ろ
」
「
本
当
に
開
門
を
考
え
て
い

る
の
な
ら
何
故
控
訴
す
る
の
か
」
と
怒
り

を
隠
せ
な
い
で
い
る
。 

 
 

 

環
境
サ
ミ
ッ
ト
終
了
の
翌
日
に
控
訴

を
発
表
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

は
、
福
田
首
相
は
言
っ
て
い
る
こ
と
と
や

っ
て
い
る
こ
と
が
違
う
と
批
判
の
声
が

あ
が
っ
て
い
る
。
控
訴
に
伴
い
福
田
内
閣

の
支
持
率
低
下
は
必
至
で
あ
る
。 

国民を馬鹿にするのも 

いい加減にしろ!～諌早控訴 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

 

若
林
正
俊
農
水
大
臣
は
１
０
日
、
諫
早
干
拓
潮
受
堤
防
の

開
門
を
命
じ
た
佐
賀
地
裁
判
決
に
つ
い
て
福
岡
高
裁
に
控

訴
し
た
。 

 

佐
賀
地
裁
判
決
を
め
ぐ
っ
て
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
や

Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
、
日
本
野
鳥
の
会
な
ど
環
境
保
護
Ｎ
Ｇ
Ｏ

が
高
く
評
価
し
、
多
く
の
市
民
に
歓
迎
を
も
っ
て
受
け
入
れ

ら
れ
た
。
ま
た
、
環
境
省
や
法
務
省
か
ら
も
開
門
の
声
が
上

が
り
、
事
業
主
体
で
あ
る
農
水
省
か
ら
も
、
控
訴
せ
ず
に
開

門
す
べ
き
と
の
意
見
が
出
て
い
た
。 

農
水
省
内
部
に
お
い
て
は
、
水
門
の
開
放
を
求
め
る
今
村

雅
弘
、
岩
永
浩
美
両
副
大
臣
に
対
し
、
谷
川
弥
一
政
務
官
が

断
固
開
門
反
対
を
主
張
。
ま
た
、
沿
岸
自
治
体
に
お
い
て
も
、

開
門
を
求
め
る
佐
賀
、
福
岡
、
熊
本
の
県
知
事
及
び
県
議
会

に
対
し
て
、
金
子
原
二
郎
長
崎
県
知
事
が
断
固
開
門
反
対
を

主
張
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
谷
川
政
務
官
と
金
子
長
崎
県

知
事
は
自
身
の
親
族
企
業
（
現
在
は
市
民
ら
の
指
摘
を
受
け

取
締
役
を
降
り
て
い
る
）
が
干
拓
農
地
を
格
安
で
借
り
受
け

て
お
り
、
公
共
の
利
益
と
い
う
よ
り
も
、
自
身
の
私
利
も
絡

ん
で
水
門
開
放
に
断
固
反
対
し
て
い
る
と
疑
わ
れ
て
も
お

か
し
く
な
い
環
境
に
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
国
民
世
論
や
行
政
内
部
か
ら
も
控
訴
せ
ず

に
開
門
し
た
方
が
良
い
と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
る
中
、
世

論
に
逆
行
す
る
形
で
農
水
大
臣
は
控
訴
を
行
っ
た
。
控
訴
の

瞬
間
か
ら
、
有
明
海
沿
岸
４
県
の
漁
民
ら
は
抗
議
の
声
を
あ

げ
続
け
た
。
国
会
か
ら
も
、
連
日
、
大
串
博
志
議
員
、
金
田 

環
境
サ
ミ
ッ
ト
は
嘘 

誠
一
議
員
、
川
崎
稔
議
員
（
民
主
）、
仁

比
聡
平
議
員
、
赤
嶺
政
賢
議
員
（
共
産
）、

広
津
素
子
議
員
（
自
民
）、
田
中
康
夫
議

員
（
日
本
新
）
ら
が
漁
民
ら
と
と
も
に

控
訴
断
念
を
訴
え
続
け
，
こ
の
日
も
大

串
議
員
と
仁
比
議
員
が
深
夜
ま
で
漁
民

ら
と
行
動
を
共
に
し
た
。 

若
林
農
相
は
、
控
訴
の
一
方
で
「
開

門
調
査
の
た
め
の
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

を
行
い
、
開
門
調
査
を
含
め
今
後
の
方

策
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
同
意
を
得
な

が
ら
検
討
を
進
め
た
い
」
と
語
っ
た
。

こ
れ
は
一
見
、
佐
賀
地
裁
判
決
に
配
慮

し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
抱
か
せ
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
、
農
水
省

は
ノ
リ
第
三
者
委
員
会
が
提
言
し
た
中

長
期
開
門
調
査
に
対
し
て
、
そ
の
提
言

を
検
討
す
る
第
三
者
委
員
会
を
別
途
設

置
し
、
そ
の
結
果
、
中
長
期
開
門
調
査 

「開
門
」の
嘘
・調
査
す
る
気
な
し
（農
水
） 

も
う
騙
さ
れ
な
い
ぞ 

 

九
州
大
学
大
学
院
の
経
塚
雄
策
教
授

は
、
１
０
日
の
朝
日
新
聞
に
お
い
て
諌
早

水
門
の
開
放
に
は
支
障
が
な
い
こ
と
を

述
べ
、
開
門
に
難
色
を
示
す
農
水
省
の
態

度
に
科
学
的
根
拠
が
な
い
こ
と
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。 


